
「傷物語」阿良々木暦
1. 互いに傷つけ合った僕たちは、その傷を舐め合う。
2. 傷物になった僕たちは、互いに互いを求め合う。
3. お前が明日死ぬのなら僕の命は明日まででいい
4. お前が今日を生きてくれるなら、僕もまた今日を生きていこう。

                                     |            |                              |
1. たがいにきずつけ合ったぼく  たちは  、そのきずを舐め合う。

                                    |
2. きずものになったぼく  たちは  、たがいにたがいをもとめ合う。

　　　　　　　 |                      |　　　　　    　   |                   |
3. お前があした死ぬのなら / ぼくのいのちはあしたまででいい

                 |　　　　　                               |                      |              |
4. お前がきょうを生きてくれるなら、ぼくも  ま  た / きょうを生きていこう。


